弁護士　弁理士　石角完爾のファイルから

　それにしても、恐ろしいほど予言が的中している。本の名前は「The Final Crash」とい、イギリスの経済評論家Hugo Bouleauが２００６年に書いた。副題は「Addictive Debt and the Deformation of the World Economy」という。

　その本の中に、２００８年にはカタストロフィーが始まり、それは１９２９年大恐慌をしのぎ「産業革命始まって人類が経験する最大の激震になる」と書いているのだ。

「It appears that we may be facing a meltdown .....perhaps the greatest since the dawn of the Industrial Revolution」

　著者は、その理由を１９７１年のニクソンの金本位制離脱により「Debt-derived money unchecked」（国家と国民の負債を担保に通貨＝ドルをとめどもなく無限に発行すること）がベトナム戦争、湾岸戦争、アフガン戦争、そして、イラク侵攻と進行し、ついにはアメリカ国民とアメリカ産業の生産力をも呑み込んでも、まだ足りないほどのモンスターになった、と言い切っている。

　彼に言わせると、それはバブル崩壊によるRecessionという程度のものではなく、アメリカを中心とする世界経済システムのカタストロフィーという規模になるというのである。

　それにしても、歴史好きのこのイギリス人の冷徹な分析と予言が的中して欲しくないと思いながらも、Wall Streetの崩壊は只事ではないと私の目にすら写る。

　なお、この本は、私が主宰する丸の内スクエア・アカデミーの第２６回会合（２００８年２月５日）で紹介したが、改めて読み直してみて、背筋が寒くなる思いがしたので、もう一度言及することにした。
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